
緊急事態宣言延長 

市が独自の支援策 
 当初 5 月 31 日までの予定だった緊急事態宣言が 6 月 20日まで延長されたことを受け、

市は、低所得の子育て世帯や売り上げが落ち込んでいる市内の中小企業者に対し、独自の

支援策を計画しています。6月定例月議会に提案される予定です。 
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共
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低
所
得
の
子
育
て
世
帯
へ
の

支
援 

 
教
育
委
員
会
の
就
学
援
助

制
度
に
基
づ
く
準
要
保
護
世

帯
を
対
象
に
、
子
ど
も
一
人

当
た
り
５
万
円
を
支
給
す
る

も
の
で
す
。 

 

住
民
税
非
課
税
の
子
育
て

世
帯
に
対
し
て
は
、
国
の
負

担
で
支
援
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
が
、
準
要
保
護
世
帯
は
国

の
支
援
の
基
準
か
ら
外
れ
る

こ
と
か
ら
、
市
独
自
に
支
援

す
る
も
の
で
す
。 

 

中
小
企
業
者
支
援 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
、
緊
急
事

態
宣
言
延
長
に
よ
り
、
収
入

が
大
き
く
減
っ
て
い
る
中
小

企
業
者
に
対
し
、
助
成
金
を

交
付
し
、
事
業
の
継
続
を
応

援
す
る
も
の
で
す
。 

 

対
象
と
な
る
の
は
、
今
年

の
５
月
ま
た
は
６
月
の
ど
ち

ら
か
の
月
の
事
業
収
入
が
、

前
年
か
前
々
年
の
同
月
と
比

べ
て 

較
し
て
３０
％
以
上
減
少
し
た

市
内
の
中
小
企
業
者
で
、
１０

万
円
を
給
付
す
る
も
の
で
す
。 

 

図
書
館
宅
配
サ
ー
ビ
ス 

 

緊
急
事
態
宣
言
の
延
長
に

よ
り
、
市
図
書
館
も
２０
日
ま

で
休
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
お
家
時
間
」
で
読
書
の
ニ
ー

ズ
も
増
え
る
こ
と
か
ら
、
図
書

館
で
は
４
日
か
ら

２０

日
ま

で
、「
図
書
館
宅
配
サ
ー
ビ
ス
」

を
行
い
ま
す
。
一
人
１０
冊
ま

で
で
、
希
望
す
る
本
を
選
び
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し

込
み
ま
す
。 

  

こ
れ
ら
の
施
策
は
、
６
月

１５
日
開
会
予
定
の
「
６
月
定

例
月
議
会
」
で
提
案
さ
れ
、
可

決
さ
れ
た
後
実
施
さ
れ
ま
す
。 

 

な
お
、
支
援
策
に
つ
い
て
は

国
、
道
の
も
の
も
あ
り
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
方
は
積
極
的
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
。
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
党
議
員
団
も
お
手

伝
い
し
ま
す
。 
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月
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例
月
議
会
の
一
般
質

問
に
つ
い
て 

 

先
日
行
わ
れ
た
各
会
派
代

表
者
会
議
で
、
本
田
俊
治
議

長
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
状
況
を
鑑
み
、
本
会
議
の

時
間
（
午
前
１０
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
）
を
厳
守
し
よ
う

と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
の
３
月
、
６
月
の
定

例
月
議
会
に
も
同
様
の
提
案

が
あ
り
、
党
議
員
団
は
２
人

登
壇
の
と
こ
ろ
を
１
人
に
絞

っ
て
協
力
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
昨
年
と
違
っ
て

緊
急
事
態
宣
言
の
延
長
、
さ

ら
に
は
市
立
病
院
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
す
る
な
ど
、
状

況
は
さ
ら
に
深
刻
に
な
っ
て

い
ま
す
。
党
議
員
団
と
し
て
、

今
回
は
２
人
と
も
登
壇
し
ま

す
が
、
質
問
項
目
を
絞
る
形

で
議
長
の
提
案
に
協
力
し
ま

す
。 

 

橋
本
竜
一
議
員
は
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
に
係
る
財
源
対

策
、
学
校
教
育
と
福
祉
分
野

の
連
携
、
介
護
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
体
制
の
充
実
な
ど
に
つ

い
て
、
鈴
木
一
彦
議
員
は
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
課
題
、
市
立

病
院
の
外
来
休
止
の
影
響
な

ど
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行

う
予
定
で
す
。 

乗
組
員
の
健
康
確
保
を
、
事
実
と
道
理
に
基
づ
く
対
応
を 

２
０
２
１
年
６
月
１
日 

日
本
共
産
党
前
衆
議
院
議
員 

は
た
や
ま
和
也 

ロ
シ
ア
側
に
だ
捕
さ
れ
た
漁
船
・
乗
組
員
は
船
内
に
留
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
だ
捕
さ
れ
て
４
日
目
と
な
り
、
持
病
の
あ
る
方
は
１０
日
分
の

薬
を
持
参
し
て
い
た
と
は
い
え
、
ご
家
族
に
と
っ
て
も
心
配
で
し
ょ
う
。 

 

稚
内
機
船
漁
協
の
風
無
組
合
長
は
、「
操
業
に
問
題
が
な
か
っ
た
こ
と

が
自
信
を
も
っ
て
言
え
る
」
と
昨
日
の
会
見
で
語
っ
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
て
乗
組
員
と
連
絡
が
取
れ
た
北
海
道
新
聞
に
よ
れ
ば
、
だ
捕
直
前
に

船
体
へ
強
い
衝
撃
が
あ
り
、
立
て
続
け
に
船
体
後
部
へ
実
弾
２
発
が
撃
ち

込
ま
れ
た
と
言
い
ま
す
。
こ
の
乗
組
員
は
取
材
に「
違
法
操
業
は
し
て
い

な
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
事
実
で
あ
れ
ば
ロ
シ
ア
側
に
正
当
性
は
な
く
、

事
実
誤
認
で
あ
っ
た
の
な
ら
早
急
に
開
放
す
べ
き
で
す
。
事
実
誤
認
で
な

く
政
治
的
理
由
で
あ
る
な
ら
ば
と
ん
で
も
な
い
。 

 

稚
内
や
根
室
に
行
く
と
、
交
通
掲
示
板
な
ど
に
ロ
シ
ア
語
が
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
釧
路
に
住
ん
だ
こ
と
の
あ
る
私
に
と
っ
て
も「
隣
国
」
と
は
中

国
や
韓
国
よ
り
ロ
シ
ア
と
い
う
感
覚
が
あ
り
ま
す
。
漁
業
・
水
産
業
を
は

じ
め
多
く
の
民
間
交
流
も
あ
り
ま
す
。
問
題
は
領
土
が
未
確
定
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
歴
史
や
現
実
に
直
面

す
る
矛
盾
を
、
繰
り
返
し
私
も
聞
い
て
き
ま
し
た
。「
ま
た
今
回
も
か
」
と

い
う
思
い
が
強
く
あ
る
の
で
す
。 

 

貝
殻
島
付
近
で
ロ
シ
ア
側
か
ら
銃
撃
を
受
け
、
私
と
ほ
ぼ
同
じ
年
だ
っ

た
３０
代
の
乗
組
員
が
亡
く
な
っ
た
事
件
は
、
わ
ず
か
１５
年
前
の
こ
と
。

国
政
候
補
の
活
動
を
始
め
た
ば
か
り
の
私
は
、
領
土
問
題
の
未
解
決
が

命
に
直
結
す
る
問
題
な
の
か
と
衝
撃
を
受
け
た
の
で
し
た
。
当
時
の
根
室

で
の
悲
痛
な
雰
囲
気
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
外
交
と
は
遠
い
世
界
の
こ
と
で
な

く
、
ま
さ
に
隣
国
と
の
関
係
づ
く
り
な
の
で
す
。 

 

こ
う
い
う
事
態
が
う
ま
れ
る
た
び
に
、
軍
事
力
の
強
化
を
訴
え
る
政
治

家
な
ど
が
い
ま
す
。
外
交
を
放
棄
す
る
議
員
な
ど
論
外
で
す
が
、
元
島

民
へ「
戦
争
で
取
り
返
す
の
に
賛
成
か
」
と
ま
で
言
い
放
っ
た
元
維
新
・
丸

山
穂
高
議
員
の
例
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
北
海
道
か
ら
、
繰
り
返

し
領
土
問
題
の
歴
史
や
道
理
は
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。 

ま
ず
は
連
行
さ
れ
た
乗
組
員
の
健
康
確
保
を
。
日
本
政
府
は
主
権
を

譲
ら
ず
、
事
実
と
道
理
に
基
づ
く
対
応
を
。 

 


